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高分解能NMRについて

核磁気共鳴分光法（NMR）は、化合物の分子構造に関連する情報が得られることから、

化合物の構造決定、合成品の確認など、今日の化学分析に於いて必要不可欠な分析

技術となっています。現在、超伝導磁石を使用した300MHz～1GHzといった高分解能

NMRが市販されています。

もっと手軽に導入できるNMRがあれば、
高分解能NMRもより活用できるのに、、、

高分解能NMRの問題点

• イニシャルコスト（装置価格、設置設備の費用）

• ランニングコスト（冷媒、保守費用）

• クエンチのリスク、Heの供給問題

• 専属オペレーターの必要性

• 研究室単位での所有が難しい

• 分析の依頼や装置の使用予約といった手間



卓上NMR PulsarTM

50年以上にわたって超電導マグネット分野をリードしてきた、Oxford Instruments 社

から磁場の均一性に優れたレアアース磁石を用いた卓上NMRが誕生しました！

マグネットユニット エレクトロニクスユニット



Pulsar の特長①

冷媒フリー

設置要件の緩和

イニシャル、ランニングコストの削減

• レアアース磁石を使用しているため、液体ヘリウムといった冷媒は不要です！

• クエンチのリスクがありません！

• 超伝導マグネットのNMRに比べ、設置要件が大幅に緩和されているため、
研究室内や製造ラインの側の実験室にも設置可能になります！

• NMR専用の設備や冷媒にかかる費用
が必要ありません！

• 超伝導マグネットを用いたNMRに比べ

て装置本体の価格および保守費用が
抑えられます！

研究室単位で導入できるNMRです



Pulsar の特長②

装置パフォーマンス

スペクトルラインシェイプエンハンス機能※適用例生
データ（青線）、適用後（赤線）

クロトン酸エチルのNMRスペクトル

※：マンチェスター大学にて開発されたアルゴリズム

• 磁場均一性に優れたレアアース磁石により高分解能のスペクトルが得られます！

• スペクトルラインシェイプエンハンス機能※を使用することで、より高い分解能
求められるアプリケーションに対応できます！

• 一般的な5mmのNMR試料管を使用して測定を行います！

• 試料はミリモーラーの濃度があれば、数秒でNMRスペクトルが得られます！



Pulsar の特長③

操作性に優れた SpinFlowTM ソフトウェア

SpinFlowTM ソフトウェア画面

ワークフローに従い装置を操作

装置調整の自動化により
簡単に測定が可能

• 装置の操作はワークフローに従って行い、直感的で操作性に優れています！

• 複雑なシム調整も自動で行われ、NMR専属のオペレーターでなくても、手軽に

NMR測定を行うことができます！



SpinFlow

Mnova Software

Pulsar の特長④

Mnova ソフトウェアでのデータ解析

• Mestrelab社製のMnovaソフトウェアの永久ライセンスが標準で付随しています！

• SpinFlow ソフトウェアからMnovaソフトウェアへのデータ転送も簡単にできます！



構造異性体trans-2-ヘキセン酸と trans-3-ヘキセン酸の分析例

trans -2-ヘキセン酸

trans-3-ヘキセン酸

trans-2-ヘキセン酸(下)とtrans -3-ヘキセン酸（上）のNMRスペクトル

TMS

TMS

A

BC

B

C

DE

D
E

F

A

O

CH3OH
A

B

CD

E

F

O

CH3OH

A

B

C

D

E
D

• 2つの構造異性体の分子構造に起因したNMRスペクトルが得られ、化合物の

識別および、各ピークの帰属も行うことができます

• 合成化合物の確認などに利用可能です

低分子化合物の分析例



-CH2- 及び -CH-
3.7ppm

TMS
0ppm

ポロキサマーP188のNMRスペクトル

-CH３

1.2ppm

非イオン性界面活性剤ポロキサマーの分析例

• ポロキサマーは、新油性のポリオキシプロピレン鎖（POP）と、それを挟む親水性

のポリオキシエチレン鎖（POE）からなる、両親媒性のブロック共重合体で、医薬

品や化粧品に添加する乳化剤として広く使用されています

• ポロキサマーの特性を大きく左右するPOPとPOEの割合を、NMR法にて測定

POE
親水性

POP
親油性

POE
親水性

ポロキサマーの構造

• 化学シフト1.2ppmと3.7ppmのピーク

面積から、POE含有量が算出可能

高分子化合物の分析例



まとめ

• Oxford Instruments 社の新製品である Pulsar は、磁場の均一性が優れた

レアアース磁石を採用した卓上NMRです

• 制御ソフトウェアSpinFlow は直感的で操作性に優れ、装置調整も自動化され

ているため、NMR専属オペレーターでなくても、簡単に操作できます

• Pulsar の優れたパフォーマンスは、化合物の定性・同定分析や含有率の定量

分析にも応用可能です


